
介護保険課認定係 

平成２３年８月１日発行 

認定調査とっきクン通信（第３号）  

４－１２ （特記内容） 

娘や孫の顔も名前も分からない。鍵やメガネなどしまった所も忘れてしまう。 

＊ある＊ 

  あなたならどのように、書きますか？ 考え中・・・ 

 

ココより下を折って、考えてネ。  自分の特記ができた後で見てほしいです。 

 

確認事項（専門調査員からの確認内容） 

周囲の者が何らかの対応をとる必要がない場合は、「ない」となります。頻度も

含めて再確認願います。 

 

回答（調査員から） 

鍵やメガネなどしまった場所を忘れ、週数回娘が一緒に探す。 

＊ある＊ 

 

 

 

○ テキスト１２７ページ・調査上の留意点及び特記事項の記載例確認願います。 

ひどい物忘れがあっても、それを起因とする行動が起きていない場合や、周囲

の者が何らかの対応をとる必要がない場合は、「ない」を選択する。具体的エピ

ソードと頻度（週２～３回や月１～２回等）を必ず記載する。 

・今回の場合は、娘や孫の顔や名前もわからないだけでは該当しません。 

 

特記記載例 

・鍵やメガネなどしまった場所を忘れてしまい見つかるまで訴えるため、娘が

毎回一緒に探す。（週２～３回）また、娘や孫の顔や名前もわからない。 

＊週１回以上にて「ある」＊ 

 

 

 

 

注意点 

４群は必ず、エピソードと頻度を書い

てください。（頻度は具体的回数で） 



介護保険課認定係 

平成２５年７月１日 

 認定調査とっきクン通信（Ｈ２５第４号） 

 （Ｈ２５年度は調査時の問かけ方や質問の仕方に重点を置き発行いたします） 

４－１２ ひどい物忘れ 

聞き取り方 

 

聞き取った内容 

・月に１～２回大事な書類の、しまった場所を忘れる。 

追加で聞き取った内容 

 

 

 

 

 

聞き取った内容から特記 

・月に１～２回大事な書類をしまった場所を忘れるが、自分で時間をかけて探し出している 

選択肢＊ときどき＊ 

※この場合、しまい忘れによって自分で時間をかけて探している…という行動が起きている。ここがポイント！ 

必ず確認して欲しい内容 

・この物忘れによって何らかの行動が起きているか 

・周囲の者が何らかの対応をとらなければならない状況があるのかどうか 

・過去１か月間の頻度 ２５年３月の要介護認定適正化事業のデータ 

  

 

 

 

 

 

 上記表により分析をした結果、物忘れによって対応を取って                  

                               いない場合は「ない」としていたのではないか…と思われま 

                              す。改めてテキストＰ１２７の定義を確認してください。 

                               物忘れにより何らかの行動が起きている場合は物忘れになり           

                               ます。 

 

 

 

４－１２ 

物忘れ 

江戸川区（％） 都（％） 全国（％） 

ない ８１.２ ６９.８ ６７.６ 

ときどき ３.９ ７.６ ７.２ 

ある １４.９ ２２.５ ２５.３ 

最近、物忘れをすることで困った

ことはありますか？ 

「４－１２」物忘れについて専門調

査員からの問い合わせが多く、困っ

ているよ。２３年の第３号のとっき

クンにも解説しているけど、なかな

かこの項目の問い合わせが減らなく

て、どうしたものか・・・ 

 

その時はどうするのですか？または、ご家族が一緒に探し

たり等、周囲の者がなんらかの行動をとっていますか？ま

た、その場合の頻度は月に何回ぐらいですか？ 



 

 

                       介護保険課認定係  

平成２７年１１月１日 

 認定調査とっきクン通信（Ｈ２７第７号）     
（Ｈ２７年度は評価軸（３軸）「能力・介助の方法・有無」の再確認で通信内容を作成します） 

４－１２ ひどい物忘れ（有無） 

質問 

                   

 

 

１．電話の伝言をし忘れるというような、単なる物忘れも含まれる。 

２．｢ひどい物忘れ｣によって周囲の者が何らかの対応をとらなければならない状況    

（火の不始末）が含まれる。 

３．寝たきりで、認知症もあるが、意思疎通も出来ないので、｢ない｣を選択した。 

 

有無の評価軸でしょ。 

認知症もある・・・だから、正解は 3 番 

 

 

解説 ｢ひどい物忘れの定義｣ 

｢ひどい物忘れ｣行動の頻度を評価します。この物忘れによって、何らかの行動が      

起こっているか、周囲の者が何らかの対応をとらなければならないような状況      （火

の不始末など）のことです。電話の伝言をし忘れるといったような、          単な

る物忘れは含みません。 

 

                                     

認知症があっても、そのことでの対応が 

特になければ、特記だけだね。正解は 1 番。 

 

  

｢ひどい物忘れ｣の基本調査の選択基準について、 

誤っているのはどれですか。 

                      

 

 

 

「食事をしたことを覚えていない」だけでは 該当しないよ。 

 定義にそって確認する事だね 

 例えば、「食事をしたことを忘れてしつこく食事を要求するので 

 毎日、家族が納得するまで説明する。」等       

 具体的なエピソードと頻度を書いてね。 

 

 

 

 

 

 

http://azukichi.net/season/autumn/autumn0119.html
http://azukichi.net/season/autumn/autumn0121.html


                                                 介護保険課認定係 

                         平成 30年 1月 4日 

認定調査とっきクン通信（Ｈ２９第１０号） 

     （Ｈ２９年度は、認定調査員 e－ラーニングの問題から一緒に学びましょう） 

質問 ４－１２ ひどい物忘れ  

「ひどい物忘れ」の基本調査の選択基準について、誤っているものはどれですか。 

○電話の伝言をし忘れるといったような、単なる物忘れも含まれる。 

○「ひどい物忘れ」によって周囲の者が何らかの対応をとれなければならない状況（火の不始末）

が含まれる。 

○寝たきりで、認知症もあるが、意思疎通もできないので、「ない」を選択した。  

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事実を書いたのに、なぜ伝わらないの？ 

と、悲しいと思った事もあったの。でも、 

【解説】にある定義にそって家族等から 

「日頃の行動や介護上でなにか困った事や 

問題はありますか」と聞き、キーワードと 

なる状況を特記に書いてるわ。 

       

【キーワード】 

       ・周囲の対応と頻度が記載されているか 

       ・判断に迷った場合に、選択根拠が記載されているか 

       ・「介護の手間」に関わる内容が含まれているか 

       こういう事が、大切なんだよね！ 

                                                         

                                                             

今年も、調査員の皆さんをサポートしていきます  

実はね、調査票提出のたびに確認の問い合わせをもらう事が

あったの。それで、テキストをよく読みこんだから自信があ

るよ。誤っているのは「単なる物忘れも含まれる」！ 

e－ラーニング【解説】ひどい物忘れの定義 

「ひどい物忘れ」行動の頻度を評価します。この物忘れによって、何らかの行動

が起こっているか、周囲の者が何らかの対応をとらなければならないような状況

（火の不始末等）のことです。電話の伝言をし忘れるといったような、単なる物

忘れは含まれません。 

正解！よく勉強しているね。 

問い合わせが減らないので

悩んでいたよ。     

ケシ子ちゃんはどんな事  

に心掛けているの？ 

 

 

かぞくとう家族 

 

  



                      介護保険課認定係           

平成 30年１１月１日 

認定調査とっきクン通信（Ｈ３０第８号） 
（Ｈ３０年度は、「介護の手間の量」を把握できる特記につて発行いたします） 

 

 ケシ子ちゃんの調査  
４－１２ ひどい物忘れ「ない」 

 

 

 

                                       ？ 

                                        ？    

 

                          

 

 

       ？              

 

 

 

 

  

 

「ない」   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、認定審査会委員の

立場で特記を考えてみるよ。 

もっと、家族からエピソード聞いてないかな？ 

たくさん聞きすぎて、整理が難しかったかな？ 

「ない」からしていないと判断した根拠がわからな

いな。 

 

特記① 何をするのか忘れてしまうことはある。 

本人から、最近、記憶力が落ちて、思い出せ

ないことが多くなった・・・と聞いたけど、

単なる物忘れの範囲と判断したよ。 

本人が工夫している事や家族の助言で行っ

ている事は聞いたので、記入するね。    

「ひどい物忘れ」は、起因とする行動が起

きていない場合や、周囲の者が何らかの対

応をする必要がない場合は「ない」を選択

するとなっているよね。  

「ない」と判断した具体的なエピソードを

必ず記載してね。 

「ある」と判断した場合は、具体的なエピ

ソードと頻度の記載が必須だよ。 

 

 

特記②何をするのか忘れてしまうことはある。回覧板などを回すのを忘れてしま

う為、来たらすぐに回すようにしている。火の元の用心の為、調理用具はＩＨを

使用している。家族も特別な対応は行っていない為、「ない」を選択した。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

調査員の役割は、認定審査会に具体的な介護の手間を伝える役割で、大事

な情報提供者です。時間の制約もあると思うので、聞きもらしのないよう

に正確な情報を収集する工夫も重要だね。 

 


